
I Abstract

Toattainthesuccessfulbusinessperformancethroughcommunication,

creatingofaneffectivemessageshasalwaysbeenpursued.Inthefieldof

businessEnglish,too,itisacrucialthemetocoineffectiveexpressions.In

themeantime,therehavebeenmanyargumentsovertheextenttowhich

businessjargonshouldbeallowedtobeusedinbusinesswriting.Generally

speaking,itistruethatlanguageusagegraduallychangesassociety

changesovertime.Forexample,therapiddevelopmentinrecentyearsof

e-mailandotherinternettechnologieshasexertedgreatinfluenceonthe

usageoflanguageandthewayofcommunication.

AstheconventionalEnglishexpressionsincludingbusinessjargonshave

beenreviewed,therehasbeenagrowingmovementtoimprovevocabulary

andexpressionsinbusinessEnglish.ThisiscalledthePlainEnglish

CampaignwhichisdefusingintheU.K.,Canada,theU.S.A.andother

countries.Infact,anenlightenmentmovementofplainEnglishisspread-

ingintheacademicandeducationalworld.

ButaquestionremainsoverhowplainEnglishisperceivedandacceptedin

thebusinessworkplacewhereEnglishispracticallyused.Theaimofthis

articleistoexamineandanalyzebusinesspeople'sattitudetowardbusiness

jargonand"officialese"basedontheresultsofanattitudesurvey.

ビジネスコミュニケーションにおける
PlainEnglishの普及状況について

福 田 靖

II予備的考察

ビジネス英語およびビジネスコミュニケーションの分野で，“PlainEnglish

運動”が叫ばれるようになって久しい。PlainEnglishの対極にはcommer-

cialjargonないし businessjargonがあるので， PlainEnglish運動は

businessjargonの追放運動といっても差し支えない。それはビジネス活動に

おいてコミュニケーションの目的を達成し，一定の効果をあげるためには，効

果的なメッセージの作成が不可欠であるが，効果的メッセージという観点から

はジャーゴンは阻害要素と見做される場合が多いからである。１

一方，一般に言語の使用状況は，時代の変遷，社会状況の変化などとともに

徐々に変化するということは自明のことである。とくに，近年の急速な

Internet，E-mailの普及が言語の使用状況やコミュニケーションのあり方に

対して大きな影響を及ぼしていることは容易に想像できる。ビジネス英語の分

野においては，ジャーゴンを含めた旧来の英語表現に対する反省と改革の機運

が高まり，意識的にジャーゴンを否定しようという動きがある。

このような流れの中でPlainEnglish運動が高まってきていることは当然の

現象といえるだろう。学界および教育界におけるplainEnglishの啓蒙活動が

進んでいるという現実に対して，その言語使用の実践の場であるビジネス界に

おいて，plainEnglishがどの程度認識され，浸透しているかを探るのが本稿

のねらいである。

これまでのわが国における商業英語研究の中でcommercialjargonないし

businessjargonを扱ったものとして山本（1955），吉田（1963），小林 (1971)，

碓井（1973），中村 (1978)，秋山（1995）などの研究がある。２ 一口にジャー

ゴンと言っても，その中には陳腐な決まり文句（clich�），大げさな語

（bureaucraticwords），冗長な表現（redundantexpression），特定職業集団

内の専門用語（technicalvocabulary），曖昧表現（ambiguousexpression），

過度な謙譲用語（humbleterms）などが含まれており，基本的には時代遅れ

で，現代の対人コミュニケーション感覚にそぐわないものと考えられている。

また吉田は，商業通信文の中のジャーゴンを取り上げ，「これらコレポン語，

コレポン文法は“教養英語”ではお目にかからぬもの，“商業英語の歪み”」３
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としてとらえている。いずれにしてもこれらの使用は基本的に“避けるべきだ”

という立場で共通している。一方，ジャーゴンの多様な機能とlangueとして

の一定の意義を認めたうえで，その効果的な使用を容認するか，あるいはジャー

ゴンの使用は恣意性と選択の問題だとする考えもある。たとえば中村（1978）

は「Businessjargonが識者間の強い批判と反対を受けながら，それに抵抗し

つつ，今なお一部の書簡に使用されているのは，その当否は別として，その事

実が毅然と存在するということの可能性は，もともとその性格がlangueとし

ての強い強制力を持たずそれを使用するか否かは使用者の恣意によって多分に

左右される面が非常に大きいことに存する。………わが国の候文が一夜にして

日本語から姿を消してしまった事情とは異なる。」４ ことを強調する。また秋山

（1995）はジャーゴンを広義にとらえ，そのコミュニケーション効果のプラス

面に注目する。彼によると，広義のジャーゴンには以下の4つのカテゴリーの

ものが含まれる。

（１）専門語（FOB，CIF，CIP，CFRなど）

（２）専門的表現（Weofferyoufirmthefollowingitemssubjecttoyour

replyreceivedherebyOctober20.のような文）

（３）コマーシャルジャーゴン（狭義のジャーゴン）（Ibegto...,Attached

pleasefind...,advise,atthistime,aspersampleなど）

（４）権威語（advise,forward,providedなど）５

このうち（３）を除いては貿易取引を中心とする専門家同士の取引においては

コミュニケーションの促進要因としても機能する。Hogan（2005）も基本的

にはジャーゴンを避ける立場をとるが，ジャーゴンは一語で多くの概念を表わ

すことが可能であり，専門家同士ではそれを用いたほうが効果的な場合もある

ことを認め，その例として actionplan，consensus，initiative，leverage，

logistics，paradigm，stakeholderssynergyなどの語をあげている。６さらに，

（３）はジャーゴン排斥論者の言うジャーゴンとおなじカテゴリーのものであ

るが，秋山はこの（３）を狭義のコマーシャルジャーゴンと呼び，広義のビジ

ネスジャーゴンと区別する。彼はこのコマーシャルジャーゴンでさえも阻害要
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因として決めてかかるのではなく，特定場面における最適表現すなわち文体の

問題と見ることも可能であると指摘している。７ 専門語でも，一般語でもその

辞書的意味のほかに，コンテキストと言葉を用いる人間の個人的信念に基づい

て実際の意味は解釈される。したがって時代錯誤的な権威語であっても，本人

がそれを用いることによってビジネスを促進遂行できると信じていれば阻害要

因とは言えないということである。ジャーゴンに対するこのように類型的な捉

え方は視野が広く，説得力がある。

確かに言葉はコンテキストとそれを用いる人のその時の信念によって意味を

もつものである。そのことを前提にビジネスコミュニケーション（ビジネス英

語）の“場”とジャーゴンの関係を見てみよう。商業英語ないしビジネス英語

の場は歴史的に見れば，19世紀以前は貿易取引が主体であり，イギリスに代

表される貴族社会の産物であるcommercialjargonを模倣し，現在に比べる

とかなり限定された取引相手国との専門家（仲間）同士の取引であった。その

ような“場”においてジャーゴンは，時に権威語・謙譲語として，また時には

仲間同士の符牒として大きな意義を持っていたはずである。

しかし，その後1世紀以上経った今日のビジネス英語の場は大きく変わって

いる。ビジネス内容の多様化とグローバル化はコミュニケーション言語にも大

きな影響を及ぼしていると考えられる。まず第一に，今日のビジネスは以前の

ように少数の取引相手国だけとのビジネスとは違うので，先輩，上司から受け

継いだ符牒のようなジャーゴンに満ちた英語は適切でないことに気付くべきで

ある。すなわち，ビジネスの対象国は英米をはじめ，カナダ，オーストラリア，

インド，南アフリカ，フィリピンなど英語を母語ないし公用語として用いる国

だけでなく，英語のnon-native諸国が対象となりうる。そのことが意味する

ことは，封建社会を背景としたイギリス英語の流れをくむcommercialjargon

よりも，さまざまな種類の英語（manyEnglishes）に対応できるグローバル

に“共通の英語”の方がコミュニケーション効果は高いと考えられる。換言す

れば，秋山が強調するように「commercialjargonは通時的に見ればコミュニ

ケーションの促進要因として生成してきたものが，現在という共時的視点から

すると時代錯誤的に見えるものが多くなった。」８のである。
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第二の理由としては，ビジネスの多様化とコミュニケーション技術の発達が

考えられる。国際ビジネスが多様化すると，2国間の完成品を対象とした貿易

取引のみならず，生産工場，販売会社，サービス会社などの現地法人を設立し

たり，現地の従業員を雇ったり，また現地の顧客，消費者その他のステークホ

ルダーズとの関係も大きくなる。そうなるともはや“専門家同士の英語”も

“符牒の英語”も通用せず，またwrittenEnglishとspokenEnglishの境界

線も引きにくくなる。たとえばインターネットの英語は果たして書き言葉なの

か話し言葉なのかという疑問すら生じてくる。ジャーゴン反対者は以前から

“writethewayyoutalk”と主張していたが，今日ではインターネットでメッ

セージを作成する時は，“talkonthescreen”とアドバイスする人もいる。

このように考えると，秋山の上述の類型表の少なくとも（３），（４）に該当

するジャーゴンは現実のビジネスの場と比較すると時代的なずれがあり，コミュ

ニケーション効果から見るとマイナス要因と見做される。それはとりもなおさ

ずジャーゴンを含まない英語，すなわちplainEnglishが推奨されるゆえんで

もある。しかし上の（１），（２）の範疇に入るジャーゴンは，現実のビジネス

の場において一定のコミュニケーション促進機能をもっており，否定すべきで

はないという留保条件をつける必要はある。その上で，本稿では敢えてジャー

ゴンはビジネスコミュニケーションの阻害要因であり，plainEnglishを作成

する場合は極力避けるべきものと結論付けることにする。

ここで問題になることは，上述のように，理論的にはジャーゴンが否定され

plainEnglishが推奨されるべき根拠があるとしても，そのことがはたしてビ

ジネス英語実践の現場にどの程度反映されているかということを検証する必要

がある。この問題を明らかにするためにplainEnglishの普及状況に関する意

識調査を試みることにした。

III調査の概要

調査の時期は2009年7月1日から7月31日までの1カ月間。調査地域は米

国で，アメリカ人ビジネスマンおよび在米の外国人ビジネスマンを対象として

「BusinessWritingにおける選定語句の使用状況」に関するアンケート方式に
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よる意識調査を行った。被験者に予断を与えないように，調査の題の中には敢

えてジャーゴンの語は入れなかった。ただ回答者の中にはジャーゴンの調査で

あることを察知した人もいたようである。ジャーゴンに関する調査は過去にも

行われたことがある。一つは吉田（1965）によるものであり，英米の商社150

社を対象にcommercialjargonの調査が実施された。９もう一つは碓井（1973）

によって1973年に行われた。この調査は欧米の17名のビジネスマンおよび大

学教師に対して実施されたものである。10二つの調査が実施されてからすでに

40年経っている。今回の調査項目の語句は上の 2つの調査に用いられた

commercialjargon，およびPlainEnglish研究家が挙げるジャーゴン・リス

トの中から合わせて71語（句）を選定した。ただしbegto,beobligedto,

esteemedfavor,Hoping....,inst.,ourrespects(meaningourletter),we

remainなど，先の調査で「めったに使わない」とされたものは除いた。これ

らはいずれも“めったに使わない”ことが自明であり，すでに“前世紀の遺物”

ないし“死語”となっていることが予想されたからである。

被験者はいずれも在米のアメリカ企業および在米の外資系企業に勤務するビ

ジネスマンであるが，その中には国籍で言うとアメリカ人，中国人，韓国人，

日本人，メキシコ人，ベネズエラ人が含まれている。業種は限定していない。

調査方法としてはロサンゼルスを拠点にし，対象企業の個人宛てに質問紙を郵

送する方法と，企業，ないし個人を直接訪問してアンケート記入を依頼し，後

日回収するという方法を併用した。

質問内容は，ビジネスコミュニケーションとくにletterやe-mailなどの

messagewritingにおける71の語句について使用頻度をたずねた。回答のし

かたは，それぞれの語句について「 a―使用する（Use）」，「b―時々使用する

（Occasionallyuse）」，「c―めったに使用しない（Rarelyuse）」，「d―使用し

ない（Neveruse）」の4段階で答えてもらうことにした。有効回答数は106

であった。さらにそれぞれの回答者の属性を区分するために，国籍，米国人以

外の場合はその在米（駐米）期間，主な業務が国内ビジネスか，国際ビジネス

かを付記してもらった。（付表参照。）

福 田 靖－30－（6）



ビジネスコミュニケーションにおける
PlainEnglishの普及状況について

IV 分析と評価

回答結果を集計するに際して，回答者の属性の違いによる回答結果の特徴を

探るために，英語のネイティブであるアメリカ人（Aとする）と日本人およ

びその他の非アメリカ人（Jとする）に分けて集計することにした。同様に国

内業務従事者（Dとする）と，主として国際業務従事者（両方も含む）（Iと

する）に分けて，同じ回答者を2回ずつ集計することにした。

回答者の層をアメリカ人（A）と日本およびその他（J）の二つのグループ

に分け，まず「アメリカ人」のグループを，全ての語句についてa，b，c，d

の使用頻度別に回答結果を集計した。【表－1】のAの右側の4列にそれぞれ

の回答数を記入し，さらにその右側4列にそれぞれの構成比をパーセントで算

出した。つぎに「日本人およびその他」のグループを同じように集計，計算し

た。【表－1】のJの右側の列の数字はそれぞれの回答数と構成比を表したも

のである。全く同様の手順で「国際業務」従事者（I）と「国内業務」従事者

（D）のグループについても回答内容を集計，計算した。回答者を4つのグルー

プに分けたのでA と Jの回答者は異なるし，IとDの回答者も別人である。

しかしAとIまたはDはそれぞれ重複している可能性があるし，同様に，J

とIまたはDも重複している可能性が高い。このような前提で，4つのカテゴ

リー別のそれぞれの語句についての「使用頻度」を計算した。その結果は

【表－1】のとおりである。

集計の段階ではa，b，c，dの4段階で集計したが，結果の分析では使用頻

度の特徴をみるためにaとbの結果を合わせて「使う」，cとdの結果を合わ

せて「使わない」の2極に単純化して判断することにした。ここにリストアッ

プした71語句のすべては，ビジネスコミュニケーションの研究者の間では使

用を“避けるべき”とされているbusinessjargon(commercialjargon)また

はofficialese11とよばれるものに含まれており，同時に先の吉田，碓井調査の

結果，実際には“使用される”が50％以上あったものである。

調査結果の表で見ると，以下のことが判断できる。

1「使用する」率50％を超える語が72語中57語ある。（80％）

2「使用する」率50％以下の語は72語中14語である。（20％）

－31－（7）

3「使わない」比率が30％を超える語が55（76%）もあることに注目する。

4 A，Jと，I，Dの「使わない」率の高い方に注目して，それぞれの語の

特徴としてAD，AI，JI，IDなどの記号をつけた。すなわち，ADはA

とDの「使わない」比率が高いことを，AIはAとIの「使わない」比

率が高いことを表す。

5 これにより，ADカテゴリーの「使わない」比率が高いことが分かる。

言い換えると，国内ビジネスに従事しているアメリカ人はこれらの語句

を使わない，つまりplainEnglishにより近いということになる。

6 逆に，JIすなわち非ネイティブで，国際ビジネスに従事している人たち

は相対的にplain度が低いと言える。

全体的な評価としては，使う，使うことがある，を含めた“使用する”割合

が50％を超える語は71語中57語すなわち80％もあり，一般に使用を“避け

るべき”とされる語句の多くがビジネスの現場では依然として使用されている

ということが確認された。一方，教育現場では“使うべきではない”とされる

語が，ビジネスの現場においても“使用しない”とするものが一定割合あった

ことは何を意味するのであろうか。
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【表－1】

ビジネス・ジャーゴンの使用状況調査 2009.8.15

☆ American（native48）と日本人（non-nativeJ30,K23,他5）の比較

☆ 国際ビジネスと国内ビジネスの比較

－33－（9）

a b c d
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a b c d
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使
わ
な
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使
う

使
う
こ
と
も
あ
る
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っ
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わ
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い

使
わ
な
い

aggregate A 11 2 15 20 48 23% 4% 31% 42%

JI J 7 8 18 25 58 12% 14% 31% 43%

計 18 10 33 45 106 17% 9% 31% 42%

I 5 6 25 24 60 8% 10% 42% 40%

D 13 4 8 21 46 28% 9% 17% 46%

計 18 10 33 45 106 17% 9% 31% 42%

anticipate A 31 7 4 6 48 65% 15% 8% 13%

JD J 23 7 22 6 58 40% 12% 38% 10%

計 54 14 26 12 106 51% 13% 25% 11%

I 29 10 18 3 60 48% 17% 30% 5%

D 25 4 8 9 46 54% 9% 17% 20%

計 54 14 26 12 106 51% 13% 25% 11%

approximately A 39 2 4 3 48 81% 4% 8% 6%

J 37 13 7 1 58 64% 22% 12% 2%

計 76 15 11 4 106 72% 14% 10% 4%

I 45 11 3 1 60 75% 18% 5% 2%

D 31 4 8 3 46 67% 9% 17% 7%

計 76 15 11 4 106 72% 14% 10% 4%

assist A 35 6 4 3 48 73% 13% 8% 6%

JD J 38 5 12 3 58 66% 9% 21% 5%

計 73 11 16 6 106 69% 10% 15% 6%

福 田 靖－34－（10）

I 42 7 7 4 60 70% 12% 12% 7%

D 31 4 9 2 46 67% 9% 20% 4%

計 73 11 16 6 106 69% 10% 15% 6%

consequently A 23 11 8 6 48 48% 23% 17% 13%

JD J 20 11 23 4 58 34% 19% 40% 7%

計 43 22 31 10 106 41% 21% 29% 9%

I 24 12 18 6 60 40% 20% 30% 10%

D 18 8 13 7 46 39% 17% 28% 15%

計 42 20 31 13 106 40% 19% 29% 12%

currently A 41 3 2 2 48 85% 6% 4% 4%

JD J 45 9 3 1 58 78% 16% 5% 2%

計 86 12 5 3 106 81% 11% 5% 3%

I 52 7 1 0 60 87% 12% 2% 0%

D 34 5 4 3 46 74% 11% 9% 7%

計 86 12 5 3 106 81% 11% 5% 3%

ensure A 26 9 10 3 48 54% 19% 21% 6%

AD J 32 14 8 4 58 55% 24% 14% 7%

計 58 23 18 7 106 55% 22% 17% 7%

I 38 13 5 4 60 63% 22% 8% 7%

D 20 10 13 3 46 43% 22% 28% 7%

計 58 23 18 7 106 55% 22% 17% 7%

fundamental A 21 7 13 7 48 45% 15% 26% 15%

AD J 24 14 12 8 58 41% 24% 21% 14%

計 45 21 25 15 106 43% 20% 23% 14%

I 27 13 11 9 60 45% 22% 18% 15%

D 17 5 16 8 46 38% 11% 36% 16%

計 44 18 27 17 106 42% 17% 26% 15%

furnish A 22 7 8 11 48 46% 15% 17% 23%

JD J 16 13 15 14 58 28% 22% 26% 24%

計 38 20 23 25 106 36% 19% 22% 24%

I 21 12 12 15 60 35% 20% 20% 25%

D 17 8 11 10 46 37% 17% 24% 22%

計 38 20 23 25 106 36% 19% 22% 24%

ineffective A 24 5 15 4 48 50% 10% 31% 8%

JD J 23 5 21 9 58 40% 9% 36% 16%

計 47 10 36 13 106 44% 9% 34% 12%



ビジネスコミュニケーションにおける
PlainEnglishの普及状況について －35－（11）

I 29 8 17 6 60 48% 13% 28% 10%

D 18 2 19 7 46 39% 4% 41% 15%

計 47 10 36 13 106 44% 9% 34% 12%

insufficient A 28 6 8 6 48 58% 13% 17% 13%

JD J 28 9 16 5 58 48% 16% 28% 9%

計 56 15 24 11 106 53% 14% 23% 10%

I 35 9 13 3 60 58% 15% 22% 5%

D 21 6 11 8 46 46% 13% 24% 17%

計 56 15 24 11 106 53% 14% 23% 10%

numerous A 30 7 8 3 48 63% 15% 17% 6%

JI J 19 11 22 6 58 33% 19% 38% 10%

計 49 18 30 9 106 46% 17% 28% 8%

I 25 12 19 4 60 42% 20% 32% 7%

D 24 6 11 5 46 52% 13% 24% 11%

計 49 18 30 9 106 46% 17% 28% 8%

particulars A 11 8 11 18 48 23% 17% 23% 38%

AD J 29 5 13 11 58 50% 9% 22% 19%

計 40 13 24 29 106 38% 12% 23% 27%

I 22 10 11 17 60 37% 17% 18% 28%

D 18 3 13 12 46 39% 7% 28% 26%

計 40 13 24 29 106 38% 12% 23% 27%

purchase A 34 3 8 3 48 71% 6% 17% 6%

AD J 44 6 7 1 58 76% 10% 12% 2%

計 78 9 15 4 106 74% 8% 14% 4%

I 51 6 2 1 60 85% 10% 3% 2%

D 27 3 13 3 46 59% 7% 28% 7%

計 78 9 15 4 106 74% 8% 14% 4%

regarding A 42 0 4 2 48 88% 0% 8% 4%

AD J 52 2 3 1 58 90% 3% 5% 2%

計 94 2 7 3 106 89% 2% 7% 3%

I 58 1 0 1 60 97% 2% 0% 2%

D 36 1 7 2 46 78% 2% 15% 4%

計 94 2 7 3 106 89% 2% 7% 3%

regulation A 30 5 8 5 48 63% 10% 17% 10%

AD J 44 7 5 2 58 76% 12% 9% 3%

計 74 12 13 7 106 70% 11% 12% 7%

福 田 靖－36－（12）

I 43 10 4 3 60 72% 17% 7% 5%

D 31 2 9 4 46 67% 4% 20% 9%

計 74 12 13 7 106 70% 11% 12% 7%

requirement A 39 2 5 2 48 81% 4% 10% 4%

J 46 5 6 1 58 79% 9% 10% 2%

計 85 7 11 3 106 80% 7% 10% 3%

I 53 5 2 0 60 88% 8% 3% 0%

D 32 2 9 3 46 70% 4% 20% 7%

計 85 7 11 3 106 80% 7% 10% 3%

subsequentto A 23 11 9 5 48 48% 23% 19% 10%

J 21 15 16 6 58 36% 26% 28% 10%

計 44 26 25 11 106 42% 25% 24% 10%

I 28 16 12 4 60 47% 27% 20% 7%

D 16 10 13 7 46 35% 22% 28% 15%

計 44 26 25 11 106 42% 25% 24% 10%

transmit A 20 6 14 8 48 42% 13% 29% 17%

AI J 24 11 16 7 58 41% 19% 28% 12%

計 44 17 30 15 106 42% 16% 28% 14%

I 24 10 16 10 60 40% 17% 27% 17%

D 20 7 14 5 46 43% 15% 30% 11%

計 44 17 30 15 106 42% 16% 28% 14%

acknowledgereceiptof A 19 2 13 14 48 40% 4% 27% 29%

JD J 11 1 22 24 58 19% 2% 38% 41%

計 30 3 35 38 106 28% 3% 33% 36%

I 17 3 23 17 60 28% 5% 38% 28%

D 13 0 12 21 46 28% 0% 26% 46%

計 30 3 35 38 106 28% 3% 33% 36%

allowmeto A 21 5 11 11 48 44% 10% 23% 23%

AI J 31 10 11 6 58 53% 17% 19% 10%

計 52 15 22 17 106 49% 14% 21% 16%

I 30 7 16 7 60 50% 12% 27% 12%

D 22 8 6 10 46 48% 17% 13% 22%

計 52 15 22 17 106 49% 14% 21% 16%

allthingsconsidered A 10 9 11 18 48 21% 19% 23% 38%

AD J 12 14 16 16 58 21% 24% 28% 28%

計 22 23 27 34 106 21% 22% 25% 32%



ビジネスコミュニケーションにおける
PlainEnglishの普及状況について －37－（13）

I 13 13 16 18 60 22% 22% 27% 30%

D 9 10 11 16 46 20% 22% 24% 35%

計 22 23 27 34 106 21% 22% 25% 32%

asamatteroffact A 11 7 14 16 48 23% 15% 30% 32%

AD J 28 11 12 7 58 47% 19% 20% 14%

計 39 18 26 23 106 37% 17% 25% 22%

I 26 10 13 11 60 43% 17% 22% 18%

D 14 7 13 12 46 30% 15% 28% 26%

計 40 17 26 23 106 38% 16% 25% 22%

asper A 19 10 7 12 48 40% 21% 15% 25%

AD J 30 10 12 6 58 52% 17% 21% 10%

計 49 20 19 18 106 46% 19% 18% 17%

I 31 14 9 6 60 52% 23% 15% 10%

D 18 6 10 12 46 39% 13% 22% 26%

計 49 20 19 18 106 46% 19% 18% 17%

asstatedabove A 23 6 8 11 48 48% 13% 17% 23%

AI J 30 11 12 5 58 52% 19% 21% 9%

計 53 17 20 16 106 50% 16% 19% 15%

I 30 9 13 8 60 50% 15% 22% 13%

D 23 8 7 8 46 50% 17% 15% 17%

計 53 17 20 16 106 50% 16% 19% 15%

asindicatedbelow A 23 7 7 11 48 48% 15% 15% 23%

AD J 31 8 15 4 58 53% 14% 26% 7%

計 54 15 22 15 106 51% 14% 21% 14%

I 34 8 14 4 60 57% 13% 23% 7%

D 20 7 8 11 46 43% 15% 17% 24%

計 54 15 22 15 106 51% 14% 21% 14%

atalltimes A 18 5 15 10 48 38% 10% 31% 21%

AD J 27 13 10 8 58 47% 22% 17% 14%

計 45 18 25 18 106 42% 17% 24% 17%

I 26 13 12 9 60 43% 22% 20% 15%

D 19 5 13 9 46 41% 11% 28% 20%

計 45 18 25 18 106 42% 17% 24% 17%

attachedpleasefind A 30 1 4 13 48 63% 2% 8% 27%

AD J 39 10 2 7 58 67% 17% 3% 12%

計 69 11 6 20 106 65% 10% 6% 19%

福 田 靖－38－（14）

I 42 4 5 9 60 70% 7% 8% 15%

D 27 7 1 11 46 59% 15% 2% 24%

計 69 11 6 20 106 65% 10% 6% 19%

atthepresenttime A 20 7 6 15 48 42% 15% 13% 31%

AD J 29 12 10 7 58 50% 21% 17% 12%

計 49 19 16 22 106 46% 18% 15% 21%

I 26 14 9 11 60 43% 23% 15% 18%

D 23 4 8 11 46 50% 9% 17% 24%

計 49 18 17 22 106 46% 17% 16% 21%

atthis(momentin)timeA 14 8 9 17 48 29% 17% 19% 35%

AD J 39 7 6 6 58 67% 12% 10% 10%

計 53 15 15 23 106 50% 14% 14% 22%

I 35 9 7 9 60 58% 15% 12% 15%

D 18 6 8 14 46 39% 13% 17% 30%

計 53 15 15 23 106 50% 14% 14% 22%

beinapositionto A 13 7 15 13 48 27% 15% 31% 27%

AD J 20 14 14 10 58 34% 24% 24% 17%

計 33 21 29 23 106 31% 20% 27% 22%

I 17 15 15 13 60 28% 25% 25% 22%

D 16 6 14 10 46 35% 13% 30% 22%

計 33 21 29 23 106 31% 20% 27% 22%

byreturnmail A 16 4 13 15 48 33% 8% 27% 31%

AI J 31 5 11 11 58 53% 9% 19% 19%

計 47 9 24 26 106 44% 8% 23% 25%

I 25 5 10 20 60 42% 8% 17% 33%

D 22 4 14 6 46 48% 9% 30% 13%

計 47 9 24 26 106 44% 8% 23% 25%

dated A 35 4 6 3 48 73% 8% 13% 6%

JI J 42 3 9 4 58 72% 5% 16% 7%

計 77 7 15 7 106 73% 7% 14% 7%

I 41 6 10 3 60 68% 10% 17% 5%

D 36 1 5 4 46 78% 2% 11% 9%

計 77 7 15 7 106 73% 7% 14% 7%

despitethefactthat A 13 4 11 20 48 27% 8% 23% 42%

AD J 21 15 12 10 58 36% 26% 21% 17%

計 34 19 23 30 106 32% 18% 22% 28%



ビジネスコミュニケーションにおける
PlainEnglishの普及状況について －39－（15）

I 20 12 15 13 60 33% 20% 25% 22%

D 14 7 8 17 46 30% 15% 17% 37%

計 34 19 23 30 106 32% 18% 22% 28%

doesnotinclude A 26 9 8 5 48 54% 19% 17% 10%

AD J 41 4 9 4 58 71% 7% 16% 7%

計 67 13 17 9 106 63% 12% 16% 8%

I 42 6 7 5 60 70% 10% 12% 8%

D 25 7 10 4 46 54% 15% 22% 9%

計 67 13 17 9 106 63% 12% 16% 8%

duetothefactthat A 16 8 8 16 48 33% 17% 17% 33%

AD J 32 9 6 11 58 55% 16% 10% 19%

計 48 17 14 27 106 45% 16% 13% 25%

I 32 10 5 13 60 53% 17% 8% 22%

D 16 7 9 14 46 35% 15% 20% 30%

計 48 17 14 27 106 45% 16% 13% 25%

fewandfarbetween A 9 5 5 29 48 19% 10% 10% 60%

JI J 5 9 17 27 58 9% 16% 29% 47%

計 14 14 22 56 106 13% 13% 21% 53%

I 6 7 13 34 60 10% 12% 22% 57%

D 8 7 9 22 46 17% 15% 20% 48%

計 14 14 22 56 106 13% 13% 21% 53%

forward(meaning"send")A 30 2 6 10 48 63% 4% 13% 21%

J 36 9 9 4 58 62% 16% 16% 7%

計 66 11 15 14 106 62% 10% 14% 13%

AD I 42 7 7 4 60 70% 12% 12% 7%

D 24 4 8 10 46 52% 9% 17% 22%

計 66 11 15 14 106 62% 10% 14% 13%

foryourinformation A 36 3 2 7 48 75% 6% 4% 15%

AD J 50 3 1 4 58 86% 5% 2% 7%

計 86 6 3 11 106 81% 6% 3% 10%

I 53 2 2 3 60 88% 3% 3% 5%

D 33 4 1 8 46 72% 9% 2% 17%

計 86 6 3 11 106 81% 6% 3% 10%

fromtimetotime A 9 8 14 17 48 19% 17% 29% 35%

AD J 22 12 13 11 58 38% 21% 22% 19%

計 31 20 27 28 106 29% 19% 25% 26%

福 田 靖－40－（16）

I 20 15 15 10 60 33% 25% 25% 17%

D 11 5 12 18 46 24% 11% 26% 39%

計 31 20 27 28 106 29% 19% 25% 26%

induecourse A 5 4 10 29 48 10% 8% 21% 60%

AD J 11 11 13 23 58 19% 19% 22% 40%

計 16 15 23 52 106 15% 14% 22% 49%

I 9 9 18 24 60 15% 15% 30% 40%

D 7 6 5 28 46 15% 13% 11% 61%

計 16 15 23 52 106 15% 14% 22% 49%

inmyopinion A 23 4 7 14 48 48% 8% 15% 29%

AD J 41 5 5 7 58 71% 9% 9% 12%

計 64 9 12 21 106 60% 8% 11% 20%

I 37 8 5 10 60 62% 13% 8% 17%

D 27 1 7 11 46 59% 2% 15% 24%

計 64 9 12 21 106 60% 8% 11% 20%

inorderto A 28 4 9 7 48 58% 8% 19% 15%

AD J 53 1 3 1 58 91% 2% 5% 2%

計 81 5 12 8 106 76% 5% 11% 8%

I 51 3 4 2 60 85% 5% 7% 3%

D 30 2 8 6 46 65% 4% 17% 13%

計 81 5 12 8 106 76% 5% 11% 8%

inreceiptof A 19 6 10 13 48 40% 13% 21% 27%

AD J 28 8 13 9 58 48% 14% 22% 16%

計 47 14 23 22 106 44% 13% 22% 21%

I 24 11 16 9 60 40% 18% 27% 15%

D 23 3 7 13 46 50% 7% 15% 28%

計 47 14 23 22 106 44% 13% 22% 21%

inreferenceto A 25 3 11 9 48 52% 6% 23% 19%

AD J 25 14 15 4 58 43% 24% 26% 7%

計 50 17 26 13 106 47% 16% 25% 12%

I 30 12 15 3 60 50% 20% 25% 5%

D 20 5 11 10 46 43% 11% 24% 22%

計 50 17 26 13 106 47% 16% 25% 12%

intheamountof A 28 3 8 9 48 58% 6% 17% 19%

AD J 32 9 11 6 58 55% 16% 19% 10%

計 60 12 19 15 106 57% 11% 18% 14%



ビジネスコミュニケーションにおける
PlainEnglishの普及状況について －41－（17）

I 34 8 12 6 60 57% 13% 20% 10%

D 26 4 7 9 46 57% 9% 15% 20%

計 60 12 19 15 106 57% 11% 18% 14%

intheeventthat A 18 6 10 14 48 38% 13% 21% 29%

AI J 27 9 15 7 58 47% 16% 26% 12%

計 45 15 25 21 106 42% 14% 24% 20%

I 21 12 19 8 60 35% 20% 32% 13%

D 23 4 6 13 46 50% 9% 13% 28%

計 44 16 25 21 106 42% 15% 24% 20%

inthenearfuture A 20 6 11 11 48 42% 13% 23% 23%

AD J 38 8 8 4 58 66% 14% 14% 7%

計 58 14 19 15 106 55% 13% 18% 14%

I 36 10 9 5 60 60% 17% 15% 8%

D 22 4 10 10 46 48% 9% 22% 22%

計 58 14 19 15 106 55% 13% 18% 14%

inviewofthefactthat A 12 4 6 26 48 25% 8% 13% 54%

AI J 8 13 18 19 58 14% 22% 31% 33%

計 20 17 24 45 106 19% 16% 23% 42%

I 9 11 20 20 60 15% 18% 33% 33%

D 11 6 4 25 46 24% 13% 9% 54%

計 20 17 24 45 106 19% 16% 23% 42%

itisnecessarythat A 19 5 11 13 48 40% 10% 23% 27%

AD J 39 6 9 4 58 67% 10% 16% 7%

計 58 11 20 17 106 55% 10% 19% 16%

I 38 5 12 5 60 63% 8% 20% 8%

D 20 6 8 12 46 43% 13% 17% 26%

計 58 11 20 17 106 55% 10% 19% 16%

lastbutnotleast A 5 8 8 27 48 10% 17% 17% 56%

AD J 13 9 20 16 58 22% 16% 34% 28%

計 18 17 28 43 106 17% 16% 26% 41%

I 12 9 15 24 60 20% 15% 25% 40%

D 6 8 13 19 46 13% 17% 28% 41%

計 18 17 28 43 106 17% 16% 26% 41%

not....unless A 18 3 9 18 48 38% 6% 19% 38%

AD J 24 11 13 10 58 41% 19% 22% 17%

計 42 14 22 28 106 40% 13% 21% 26%

福 田 靖－42－（18）

I 24 10 10 16 60 40% 17% 17% 27%

D 18 4 12 12 46 39% 9% 26% 26%

計 42 14 22 28 106 40% 13% 21% 26%

notuntil A 19 2 10 17 48 40% 4% 21% 35%

AD J 25 11 15 7 58 43% 19% 26% 12%

計 44 13 25 24 106 42% 12% 24% 23%

I 26 10 15 9 60 43% 17% 25% 15%

D 18 3 10 15 46 39% 7% 22% 33%

計 44 13 25 24 106 42% 12% 24% 23%

notunlike A 9 4 12 23 48 19% 8% 25% 48%

AI J 14 11 14 19 58 24% 19% 24% 33%

計 23 15 26 42 106 22% 14% 25% 40%

I 13 8 19 20 60 22% 13% 32% 33%

D 10 7 7 22 46 22% 15% 15% 48%

計 23 15 26 42 106 22% 14% 25% 40%

notthesame A 15 3 12 18 48 31% 6% 25% 38%

AD J 30 10 9 9 58 52% 17% 16% 16%

計 45 13 21 27 106 42% 12% 20% 25%

I 29 9 14 8 60 48% 15% 23% 13%

D 16 4 7 19 46 35% 9% 15% 41%

計 45 13 21 27 106 42% 12% 20% 25%

onreceiptof A 10 5 8 25 48 21% 10% 17% 52%

AI J 24 4 18 12 58 41% 7% 31% 21%

計 34 9 26 37 106 32% 8% 25% 35%

I 20 4 19 17 60 33% 7% 32% 28%

D 14 5 7 20 46 30% 11% 15% 43%

計 34 9 26 37 106 32% 8% 25% 35%

owingtothefactthat A 4 2 14 28 48 8% 4% 29% 58%

AD J 12 12 13 21 58 21% 21% 22% 36%

計 16 14 27 49 106 15% 13% 25% 46%

I 11 7 22 20 60 18% 12% 37% 33%

D 5 7 5 29 46 11% 15% 11% 63%

計 16 14 27 49 106 15% 13% 25% 46%

pleasebeadvisedthat A 25 5 4 14 48 52% 10% 8% 29%

JD J 30 6 12 10 58 52% 10% 21% 17%

計 55 11 16 24 106 52% 10% 15% 23%



ビジネスコミュニケーションにおける
PlainEnglishの普及状況について －43－（19）

I 35 7 10 8 60 58% 12% 17% 13%

D 20 4 6 16 46 43% 9% 13% 35%

計 55 11 16 24 106 52% 10% 15% 23%

priorto* A 26 3 10 9 48 54% 6% 21% 19%

AD J 34 12 8 4 58 59% 21% 14% 7%

計 60 15 18 13 106 57% 14% 17% 12%

I 42 11 5 2 60 70% 18% 8% 3%

D 19 5 12 10 46 40% 11% 27% 22%

計 61 16 17 12 106 58% 15% 16% 11%

providedthat A 18 7 12 11 48 38% 15% 25% 23%

AD J 30 15 9 4 58 52% 26% 16% 7%

計 48 22 21 15 106 45% 21% 20% 14%

I 33 12 11 4 60 55% 20% 18% 7%

D 15 10 10 11 46 33% 22% 22% 24%

計 48 22 21 15 106 45% 21% 20% 14%

pursuanttoyourrequest A 12 6 10 20 48 25% 13% 21% 42%

JD J 11 9 17 21 58 19% 16% 29% 36%

計 23 15 27 41 106 22% 14% 25% 39%

I 14 5 17 24 60 23% 8% 28% 40%

D 11 10 10 15 46 24% 22% 22% 33%

計 25 15 27 39 106 24% 14% 25% 37%

re* A 32 2 7 7 48 67% 4% 15% 15%

AI J 35 9 7 7 58 60% 16% 12% 12%

計 67 11 14 14 106 64% 10% 13% 13%

I 33 8 10 9 60 55% 13% 17% 15%

D 35 2 4 5 46 74% 6% 9% 11%

計 68 10 14 14 106 64% 10% 13% 13%

referringto A 25 4 12 7 48 52% 8% 25% 15%

AD J 32 12 10 4 58 55% 21% 17% 7%

計 57 16 22 11 106 54% 15% 21% 10%

I 33 15 10 2 60 55% 25% 17% 3%

D 24 1 12 9 46 52% 2% 26% 20%

計 57 16 22 11 106 54% 15% 21% 10%

takethelibertyof A 7 6 8 27 48 15% 13% 17% 56%

JI J 9 5 18 26 58 16% 9% 31% 45%

計 16 11 26 53 106 15% 10% 25% 50%

福 田 靖－44－（20）

I 6 7 15 32 60 10% 12% 25% 53%

D 10 4 11 21 46 22% 9% 24% 46%

計 16 11 26 53 106 15% 10% 25% 50%

takethisopportunityto A 15 13 8 12 48 31% 27% 17% 25%

AD J 27 9 16 6 58 47% 16% 28% 10%

計 42 22 24 18 106 40% 21% 23% 17%

I 24 16 13 7 60 40% 27% 22% 12%

D 18 6 11 11 46 39% 13% 24% 24%

計 42 22 24 18 106 40% 21% 23% 17%

thankingyouagain A 23 6 8 11 8 48% 13% 17% 23%

JD J 24 10 12 12 58 41% 17% 21% 21%

計 47 16 20 23 106 44% 15% 19% 22%

I 27 10 12 11 60 45% 17% 20% 18%

D 20 6 8 12 46 43% 13% 17% 26%

計 47 16 20 23 106 44% 15% 19% 22%

thankingyouinadvance A 22 6 7 13 48 46% 13% 15% 27%

AD J 27 11 9 11 58 47% 19% 16% 19%

計 49 17 16 24 106 46% 16% 15% 23%

I 30 13 7 10 60 50% 22% 12% 17%

D 19 4 9 14 46 41% 9% 20% 30%

計 49 17 16 24 106 46% 16% 15% 23%

thisistoinformyouthat A 26 7 9 6 48 54% 15% 19% 13%

JD J 29 9 13 7 58 50% 16% 22% 12%

計 55 16 22 13 106 52% 15% 21% 12%

I 33 12 12 3 60 55% 20% 20% 5%

D 22 4 10 10 46 48% 9% 22% 22%

計 55 16 22 13 106 52% 15% 21% 12%

underthecircumstances A 19 7 11 11 48 40% 15% 23% 23%

AD J 27 13 16 2 58 47% 22% 28% 3%

計 46 20 27 13 106 43% 19% 25% 12%

I 29 14 14 3 60 48% 23% 23% 5%

D 17 6 13 10 46 37% 13% 28% 22%

計 46 20 27 13 106 43% 19% 25% 12%

underseparatecover A 8 2 12 26 48 17% 4% 25% 54%

JI J 5 5 20 28 58 9% 9% 34% 48%

計 13 7 32 54 106 12% 7% 30% 51%



ビジネスコミュニケーションにおける
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この結果をもう少し詳細に分析し，あらたな視座によって何らかの特徴を見

出すことができないか試みることにする。リストアップされた多くの語が現在

もよく使用されていることが明らかになったが，一方で“使用しない”とする

回答に注目してみる。一般的に，リストの中に自分が知っている語があれば心

理的には何らかの頻度で使用すると答えることは予想されるが，その中であえ

て使用しないとする回答があることは注目すべきであろう。“使用しない”と

する割合が30％を超える語が55（76％）語もあることには意味があると思わ

れる。

つぎに「使用しない」割合が4つのカテゴリーグループ間でどのような特徴

を持っているかを見てみる。A，Jおよび I，Dの「使用しない」比率がそれ

ぞれ高い方に注目して，もしある語について高い方がAとIの方であればこ

の語にAIという記号をつける。また「使用しない」比率でJの方が高く，I

の方が高い場合はJIという記号をつける。このような処理をしてみると，相

対的に見て，それぞれの語は，（１）アメリカ人で国際ビジネスに従事してい

る人たちの「使用しない」比率が比較的高い語（AI），（２）アメリカ人で国

内ビジネスに従事している人たちの「使用しない」比率が比較的高い語（AD），

（３）アメリカ人以外で国際ビジネスに従事している人たちの「使用しない」

比率が比較的高い語（JI），（４）アメリカ人以外で国内ビジネスに従事してい

る人たちの「使用しない」比率が比較的高い語（JD）の４つに分けられる。

これを一覧表にしたのが【表－2】である。

たとえば，表中のU51に属する語句は使用頻度が50％を超えるものであり，

－45－（21）

I 6 4 22 28 60 10% 7% 37% 47%

D 7 3 10 26 46 15% 7% 22% 57%

計 13 7 32 54 106 12% 7% 30% 51%

withreferenceto A 24 8 7 9 48 50% 17% 15% 19%

JD J 18 10 20 10 58 31% 17% 34% 17%

計 42 18 27 19 106 40% 17% 25% 18%

I 26 11 16 7 60 43% 18% 27% 12%

D 16 7 11 12 46 35% 15% 24% 26%

計 42 18 27 19 106 40% 17% 25% 18%

その中でもapproximately,assist,currently,ensure,purchase,priorto,re,

regarding,foryourinformation,inordertoなどの使用頻度は70％を超え

ていることがわかる。逆に言うと「使用しない」比率は30％未満である。一

方，N30に属する語句は「使用しない」比率が30%以上であり，その中でも

acknowledgereceiptof,allthingsconsidered,fromtimetotime,inviewof

thefactthat,onreceiptof,takethelibertyof,underseparatecoverなど

の「使用しない」比率は50％以上である。

【表－2】

ビジネス・ジャーゴンの使用状況調査

ジャーゴン 推奨語句

1aggregate N50 JI total

2anticipate U51 Ｎ30 JD expect

3approximately U51 roughly/about

4assist U51 help

5consequently U51 N30 JD so/therefore

6currently U51 now

7ensure U51 check

8fundamental U51 N30 AD basic

9furnish U51 N30 JD give/provide

10ineffective U51 N30 JD useless

11insufficient U51 N30 JD notsufficient

12numerous U51 N30 JI many

13particulars U51 N30 AD details

14purchase U51 buy

15regarding U51 about

16regulation U51 rule

17requirement U51 need

18subsequentto U51 N30 JD after
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19transmit U51 N30 AI send

20acknowledgereceiptof N50 JD thankyoufor

21allowmeto U51 N30 AI letme

22allthingsconsidered N50 AD
so/therefore/

ultimately

23asamatteroffact U51 N30 AD actually

24asper U51 N30 AD accordingto

25asstatedabove U51 N30 AI asIsaidbefore

26asindicatedbelow U51 N30 AD below

27atalltimes U51 N30 AD always

28attachedpleasefind U51 attachedis

29atthepresenttime U51 N30 AD now

30atthis(momentin)time U51 N30 AD now/atpresent

31beinapositionto U51 N30 AD can

32byreturnmail U51 N30 AI bymail

33dated U51 of

34despitethefactthat N50 AD although

35doesnotinclude U51 exclude

36duetothefactthat U51 N30 AD because

37fewandfarbetween N50 JI seldom

38forward(meaning"send")U51 send

39foryourinformation U51 （省く）

40fromtimetotime Ｎ50 AD sometimes

41induecourse Ｎ50 AD soon

42inmyopinion U51 Ｎ30 AD Ithink

43inorderto U51 to

44inreceiptof U51 Ｎ30 AD receive

45inreferenceto U51 Ｎ30 AD about

46intheamountof U51 Ｎ30 AD for
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47intheeventthat U51 Ｎ30 AI if

48inthenearfuture U51 Ｎ30 AD soon

49inviewofthefactthat Ｎ50 AI because

50itisnecessarythat U51 Ｎ30 AD needto

51lastbutnotleast Ｎ50 AD （省く）

52not....unless U51 Ｎ30 AD if

53notuntil U51 Ｎ30 AD after

54notunlike Ｎ50 AI similar

55notthesame U51 Ｎ30 AD different

56onreceiptof Ｎ50 AD whenreceived

57owingtothefactthat Ｎ50 AD since

58pleasebeadvisedthat U51 Ｎ30 JD （省く）

59priorto U51 before

60providedthat U51 Ｎ30 AD if

61pursuanttoyourrequest Ｎ30 JD asrequested

62re U51 about

63referringto U51 Ｎ30 AD about

64takethelibertyof Ｎ50 JI （省く）

65takethisopportunityto U51 Ｎ30 AD （省く）

66thankingyouagain U51 Ｎ30 AD thankyouagain

67thankingyouinadvanceU51 Ｎ30 AD （省く）

68thisistoinformyouthatU51 Ｎ30 JD （省く）

69underthecircumstances U51 Ｎ30 AD
（省く）

becauseof

70underseparatecover Ｎ50 JI separately

71withreferenceto U51 N30 JD about

Ｕ51＝「使う」が51％以上

Ｎ50＝「使わない」が50％以上

Ｎ30＝「使わない」が30％以上
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V 結論

上述のように今回の調査により明らかになったことは，調査対象のカテゴリー

がそれぞれ異なるという留保条件付きではあるが，40年前の調査ではほとん

ど「使われる」と考えられていた語句の数が今回の調査では80％に減ったこ

とである。逆に調査対象語句の20％は「使われない」語句ということになる。

学界および教育界では上記すべての語句はすべて commercial（business）

jargonないし commercialeseと呼ばれ，避けるべき表現とされており，

【表－2】の右欄に示すようなより簡単な語句（plainEnglish）に言い換える

ように薦められているのに対して，実務界の意識では左蘭の語句が依然として

使用されているというギャップが再確認された。一方「使用しない」とする割

合が50％を超える語が14語ある。またリストアップされた語句の中で「使用

しない」率が30％以上の語句を含めると全部で55語（76％）になる。

つづいて，これらの語を「使わない」とした人の割合はネイティブの人たち

（A）の方が，また国内ビジネス従事者（D）のほうが高いということが言え

る。一方，非ネイティブの間では依然としてbusinessjargonに対するこだわ

りないし愛着が残っている見ることができる。これは上述の中村，秋山の指摘

するジャーゴンにたいする恣意性ないし権威性の表われということであろうか。

ネイティブだけでなく，非ネイティブおよび国際ビジネス分野においても「使

わない」回答がみられるのはなぜだろうか。これらジャーゴンを「使わない」

とする回答は，それらの語句が大げさで，格式ばり，好ましくない表現である

ことを認識した回答と見做すことができ，それが相当割合あるということは，

ビジネス英語の平易化すなわちplainEnglishの使用が浸透しつつあると判断

できる。

アメリカ国内の英語教育とくにbusinesswritingの分野では明示的にある

いは暗黙のうちに plainEnglishの使用が奨励されている。12しかし plain

Englishは自然発生的に生まれたものではなく，アメリカではすでに1950年

代から PlainEnglishMovementと言われる活動が起こり，次々に plain

Englishの啓もう書が出版された。13またCutts（1995）やAsprey（2010）に

よると，plainlanguageを追求する意識自体は古く16，17世紀の中世イギリ
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スの時代にはすでに生まれていたが，最近35年間の法律，ビジネス，政府関

係におけるplainEnglish運動には目を見張るものがある。14この動きは当初

アメリカ，カナダおよびイギリス15，ニュージーランド，オーストラリアなど

で起こったが，その後世界中に広まり，その成果と普及の程度はさまざまであ

るが，アイルランド，スウェーデン，デンマーク，EU，フランス，ドイツ，

イタリア，南アフリカ，インド，シンガポール，香港，パプアニューギニアな

どにおいても同様の取り組みがなされている。16現在アメリカの多くのビジネ

ススクールで提供されている BusinessCommunicationのコースでは plain

Englishによるライティングの重要性が強調され，アメリカ国内の学生だけで

なく世界各国からの留学生がその訓練を受けている。さらにplainEnglishの

研究書，テキストを通じてその考え方，教育法は世界中に広まっていると思わ

れる。したがってアメリカに留学し，世界中で活躍している多くのビジネスマ

ンがplainEnglishを学んでいる可能性は極めて高いということになる。

いずれにしてもこの40年間でcommercialjargonないしbusinessjargon

の評価は確実に下がってきており，代わりにplainEnglishが台頭してきてい

ることは間違いない。このような趨勢は，commercialEnglishが business

Englishに，commercialcorrespondenceがbusinesscommunicationに，そ

してbusinessletterがbusinesse-mailへと変わってきた時代的軌跡と類似し

ている。英語教育の普及，インターネットの発達を背景として，非ネイティブ

諸国の英語話者の数はネイティブの英語話者の数よりはるかに多くなっている

ことは事実である。それだけlinguafrancaとしての英語の重要性が高まって

いるということが言える。ただインド，シンガポール，マレーシア，フィリピ

ンのような非ネイティブ諸国ではそれぞれ異なった特徴をもつ独自の英語が用

いられているので，わが国においても日本人流の英語でも大丈夫だと主張する

者もいるが，それは必ずしも正しくない。英語を国内の公用語，共通語に指定

している上述の国々と，英語を単に外国語として学ぶ日本とは事情が異なるか

らである。幸か不幸か日本では日常生活において英語を必要とせず，英語が発

達，定着してきたという歴史もない。従来のわが国の商業英語ないしビジネス

英語は， 特定の目的， 利益を遂行するために英米とくにイギリスの
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commercialEnglishを模倣し，受け継いできた“commercialjargon”の中

の独特の世界であるということもできる。しかしながら今日のビジネス環境は

大きく変化しており，日本のビジネス英語がネイティブの英語から離れて従来

のジャーゴンに満ちた独自の英語体系のままで通用するとか，それを今後も守

り通すというのは現実的展望とは考えられない。自国内では共通語として使用

する必要のない英語を，ビジネスというある目的のために外国語として学ぶ場

合は，やはり“オリジナル”のネイティブ英語に少しでも近くなるように努め

なければならない。つまりネイティブ英語とスムーズにコミュニケーションを

はかるためには，格式ばった権威語やジャーゴンに満ちたbusinessEnglish

ではなく，英米の英語の“あり様”である平易でreadableなplainEnglish

の方向を目指すのがbusinesscommunicationにおけるグローバルスタンダー

ドに適っているのではないだろうか。

【付表】

RequesttoFillOutSurveyQuestionnaire

YasushiFukuda

ProfessorofBusinessCommunication

SeinanGakuinUniversity

Pleaseparticipateinthisresearchprojecttostudybusinesscommunication.

Thefollowingisashortquestionnairethataskssimplequestionsabout

Englishwordsandphrases.Pleaselookoverthequestionnaireand,check

themostsuitablechoice.Itshouldtakeyouabout10minutestofillin.The

resultsofthisprojectwillbeusedformyarticlepublishedinanacademic

journal.

Idonotknowofanyriskstoyouifyoudecidetoparticipateinthissurvey

andIguaranteethatyourresponseswillnotbeidentifiedwithyou

personally.Ipromisenottoshareanyinformationthatidentifiesyouwith
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anyoneelse.Ifyoudonotfeelcomfortablehandinginyoursurveytome,

youmaypostittome.

1Whatisyournationality?

（ ）

2Howmanyyearsofbusinessexperiencedoyouhave?

□ lessthan1year □ lessthan3yearslessthan10years

□ 10yearsandmore

3Whattypeofbusinessisyourcompanyengagedin?

□ mainlydomesticbusiness □ mainlyinternationalbusiness

□ both

4Inyourbusinesswriting(letter,faxande-mail),howoftendoyouuse

thefollowingwordsandphrases?

use occasionally rarely never
use use use

a b c d

aggregate □ □ □ □

anticipate □ □ □ □

approximately □ □ □ □

assist □ □ □ □

consequently □ □ □ □

currently □ □ □ □

ensure □ □ □ □

fundamental □ □ □ □

furnish □ □ □ □

ineffective □ □ □ □
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insufficient □ □ □ □

numerous □ □ □ □

particulars □ □ □ □

purchase □ □ □ □

regarding □ □ □ □

regulation □ □ □ □

requirement □ □ □ □

subsequent □ □ □ □

transmit □ □ □ □

acknowledgereceiptof □ □ □ □

allowmeto □ □ □ □

allthingsconsidered □ □ □ □

asamatteroffact □ □ □ □

asper □ □ □ □

asstatedabove □ □ □ □

asindicatedbelow □ □ □ □

atalltimes □ □ □ □

attachedpleasefind □ □ □ □

atthepresenttime □ □ □ □

atthis(momentin)time□ □ □ □

beinapositionto □ □ □ □

byreturnmail □ □ □ □

dated □ □ □ □

despitethefactthat □ □ □ □

doesnotinclude □ □ □ □

duetothefactthat □ □ □ □

fewandfarbetween □ □ □ □

forward(meaning"send")□ □ □ □

foryourinformation □ □ □ □
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fromtimetotime □ □ □ □

induecourse □ □ □ □

inmyopinion □ □ □ □

inorderto □ □ □ □

inreceiptof □ □ □ □

inreferenceto □ □ □ □

intheamountof □ □ □ □

intheeventthat □ □ □ □

inthenearfuture □ □ □ □

inviewofthefactthat □ □ □ □

itisnecessarythat □ □ □ □

lastbutnotleast □ □ □ □

not....unless □ □ □ □

not...until □ □ □ □

notunlike □ □ □ □

notthesame □ □ □ □

onreceiptof □ □ □ □

owingtothefactthat □ □ □ □

pleasebeadvised □ □ □ □

priorto □ □ □ □

providedthat □ □ □ □

pursuanttoyourrequest□ □ □ □

re □ □ □ □

referringto □ □ □ □

takethelibertyof □ □ □ □

takethisopportunityto □ □ □ □

thankingyouagain □ □ □ □

thankingyouinadvance□ □ □ □

thisistoinformyouthat□ □ □ □
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underthecircumstances □ □ □ □

underseparatecover □ □ □ □

withreferenceto □ □ □ □

Thankyouforyourcooperation.
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